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H ：
（ 1 ）惑星地球の構造(4/8) 
（ 2 ）太陽系の構造とその形成, 地球の組成(4/15) 
（ 3 ）プレートテクトニクスとプルームテクトニクス

 (マントルダイナミクス) (4/22) 
（ 4 ）地殻の構造と形成プロセス(5/2) 
（ 5 ）地震とその予知(5/13) 
（ 6 ）火成作用(5/20) 
（ 7 ）堆積岩(6/10) 
（ 8 ）鉱床とエネルギー(6/17) 
（ 9 ）地球内部の不均質と物質大循環(7/1) 
（10）日本の地質構造発達史(7/1) 
（11）惑星地質学・月, 火星, 金星の構造と進化、 

 系外惑星(7/8) 
（12）テスト(7/15) 
休講：5/27 
　　：５/２, 5/20, 7/15 
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地球内部の地震波速度分布� 地球磁場�

液体金属核と地球磁気圏と太陽風（宇宙線) 

宇宙ST: <2000km 月まで: 38万km 
静止衛星: 35,786km(地表から) 
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地殻ーマントルの構造� H
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マントルの層構造と
鉱物種の変化�
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どのような所でとれるのか 

場所：南アフリカ,キンバリー 
目的：ダイヤモンド採取 
深さ：約1100m 
操業：1914年8月に閉鉱 
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(4) マントルの主要鉱物は�
� 60%　カンラン石　　　(Mg,Fe)2SiO4    

25%　斜方輝石  　　　 (Mg, Fe)SiO3 
10%　単斜輝石  　　　 Ca(Mg, Fe)Si2O6  
  5%　アルミを含む相 
60km以深　ガーネット (Mg, Fe, Mn)3Al2Si3O12 
60～10km  スピネル 　(Mg, Fe2+)(Al, Cr, Fe3+)2O4  
10km以浅　斜長石　　 (Ca,Na)(AlAl,SiAl)Si2O8 


